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自然光 太陽光パネル

ス ロ ー プ で 緩 や か に ア プ ロ ー チ 地 面 の 起 伏 の な か で 遊 び 場 を 発 見

【景観】海・建築・神社の有機的な繋がり 【機能・空間】多世代を繋ぐ緩やかな地形 【官民連携】工程に地域住民が積極的に参加 【地産地消・省エネ】隠岐のマテリアルの再活用

隠岐の島の雄大な「建築・人・大地」の延長にある交流施設
時代と世代を受け継いでいく隠岐の器

[ 建築 ]
の生態系

[ 人 ]
の営み

[ 大地 ]
の成り立ち 日本列島と大陸の
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混合型

新築

湖が外海に繋がり
海となる

隠岐の島に人類が
住み始める

農耕文化・鉄器や
青銅器が伝わる

地形を活用した住
まいが建てられる

竪穴式住居による
集落が形成される

宗教伝来により寺
社仏閣が建立

城郭の代わりに山
城が建設される

廃仏毀釈により多
くの寺院が解体

RC 造 や CB 造 の
建築が普及

まちづくりの機運
が高まる スクラップ & ビルドではなく、部材を交換

することで循環し、長く愛される公共建築
建材を更新することで、隠岐の街並みや寺
社仏閣建築と時間スケールが調和していく

世代や時代の変化に対応できる受け皿とな
る地上階のオープンな空間
住民参加型で建物をメンテナンスすること
で愛着のある場所となっていく

自然物の緩やかな経年変化と大地の有機的な造形を敷地のランドスケープに取り
込むことで、隠岐の島と太古から関連してきた海や山の風景と調和していく

穀物を保管する高
床式倉庫が普及

武士による居館が
建つようになる

武家屋敷や代官所
が建つようになる

西洋の影響のある
公共建築の普及

過疎化による空き
家が増加する

隠岐国として律令
制が整備される

流刑地として政治
的な役割をもつ

上皇配流により京
文化が伝わる

隠岐水軍による漁
業や交易が発展

幕府の直轄領とし
て政治的に安定

廃藩置県により鳥
取県に編入される

航路・汽船の発展
で本土密接になる

戦時中は要所とし
て重要な役割

人口減少・高齢化
が顕著となる

歴史文化が注目さ
れ観光が促進

芝 生 の 気 化
熱 に よ っ て
1 階 か ら 2
階 に 涼 し い
空 気 の 自 然
通 風 を 促 し
ま す。 海 か
ら の 風 を 吹
き 抜 け を 通
し て 建 物 全
体 に 回 遊 さ
せます。

火山噴火により島
前・島後が誕生

火山活動が終息 氷期の海面低下
半島になる

海面が上昇して現
在の 4 島になる

地盤隆起や地殻変動、波の侵食による
奇岩や洞窟が地質の特徴になっている

　 隠 岐 の 島 の 歴 史 は 、
大 地 の 成 り 立 ち か ら 始
ま り 、 現 在 ま で 受 け 継
が れ て い ま す 。 数 万 年
の 悠 久 の 時 間 軸 で 流 れ
る 大 地 の う え に 数 百 年
単 位 で 推 移 す る 人 の 営
み と 豊 か な 建 築 の 生 態
系 が あ り ま す 。 本 計 画
で は 、 そ れ ら の 雄 大 さ
を 受 け 継 ぎ な が ら 次 の
時 代 の 価 値 を 生 み 出 す
隠 岐 の 器 を 提 案 し ま す 。

ボ ー ト プ ラ ザ 方 面 か
ら も 視 認 性 高 く ア ク
セ ス し や す い 地 上 階

海 へ と 視 線 が 抜
け る ピ ロ テ ィ と
2 階 の 開 口 部

大 社 小 路 か ら の 動 線
の 途 中 に 立 ち 寄 る こ
と が で き る 動 線

曲 線 の 地 形 に よ っ て 駐 車 場 や 新
築 エ リ ア か ら の 動 線 を 誘 う

大社分院通りの厳かな雰囲気に調和しながら人々が緩やかに集います。 丘のような、なだらか地形のうえで様々な世代の交流が展開されます。 工程で事業者の参加機会を作ることでスムーズに開業に移行できます。 吹抜けを通した自然採光・通風によって、省エネルギーを推進します。

2 3 0 0 万年前 1 8 0 0 万年前

縄文時代後期 弥生時代 飛鳥・奈良時代 平安時代 鎌倉時代 室町時代 江戸時代 明治時代 大正時代 昭和時代 平成時代 令和時代

6 0 0 万年前 4 0 万年前 2 万年前 1 万年前

基本設計 実施設計

仮設工事 基礎工事 木工事 屋根工事 外壁工事

町役場と協議
商工会と意見交換

＜施設整備方針づくり＞
子育てサークルと意見交換

＜施工体制整備＞
木材の伐採・製材・乾燥
施工者の選定 見積作成商業エリア事業者選定

敷地見学会
施工現場見学会

＜まちづくりワークショップ＞ ＜施工の住民参加＞
土壁施工の体験会

子どもたちの上棟式の見学会

家具・什器のDIY 制作
参道で不定期マルシェ開催

地上階完成後部分的に
地域に開くことで緩やかに営業開始

＜施工の住民参加＞
建具工事 内装工事 設備工事 電気工事 給排水工事

屋 根 ： ウ レ タ ン 防 水

コ ン ク リ ー ト 洗 出 し

二 重 梁 ： 6 0 × 3 6 0

二 重 梁 ： 6 0 × 3 6 0

芝 生

擁 壁 基 礎

擁 壁

高 基 礎

布 基 礎

左 官 壁

左 官 壁

柱 ： 1 0 5 角

店 舗 形 態 に 応 じ て 可 動 な ベ ン チ ・ 棚 吹 抜 け を 通 し て 上 下 階 の 人 が 繋 が る

ト ッ プ ラ イ ト

太 陽 光 パ ネ ル

＜提案する交流施設の在り方＞

　 大 地 の 雄 大 さ を モ チ ー フ に 地 上 階 は 地 形 の よ う な 起 伏 で 人 々 を 緩 や か に 施
設 内 へ と 誘 い ま す 。 緩 や か な 傾 斜 に よ っ て 様 々 な 方 向 か ら ア プ ロ ー チ が 可 能
な よ う に す る こ と で 、 直 線 的 な 参 道 に 対 し て 動 線 の バ リ エ ー シ ョ ン を 与 え ま
す 。 グ リ ッ ド の な い ラ ン ド ス ケ ー プ に 対 し て 建 築 は 1 8 2 0 モ ジ ュ ー ル の 構 成
的 な 佇 ま い に す る こ と で 、 大 地 の う え に 建 築 が 浮 い て い る よ う に 見 せ 、 地 上
階 で は 人 々 の 豊 か な 営 み が 街 の 風 景 を 彩 る こ と を 意 図 し ま し た 。 建 築 の 柱 梁
架 構 は プ レ カ ッ ト と せ ず 、 ボ ル ト の 付 け 外 し で 架 構 1 本 単 位 で 交 換 で き る よ
う に す る こ と で 、更 新 し な が ら 長 く 愛 さ れ る 隠 岐 の 思 い 出 の 場 所 と な り ま す 。



二 重 梁 ： 6 0 × 3 6 0

二 重 梁 ： 6 0 × 3 6 0

屋 外 商 業 エ リ ア

参 道
屋 内 商 業 エ リ ア

車 椅 子 用 駐 車 場

2 F

配置図兼平面図　1：1 5 0

2 F 平面図　1：1 5 0

A -A ’ 断面パース　1：1 5 0 断面詳細図　1：5 0

　 車 椅 子 用 駐 車 場 か ら は 屋 内 の 通
路 と 参 道 を 通 り 抜 け て ス ム ー ズ に
出 雲 大 社 西 郷 分 院 に ア ク セ ス で き
ま す 。 動 線 の 途 中 で 屋 内 に 入 る こ
と で 、 参 拝 の 途 中 で 商 業 エ リ ア の
雰 囲 気 を 感 じ る こ と が で き ま す 。

　 海 側 か ら の ア プ ロ ー チ は 参 道 を 経 由 し て 入 る 動 線
と 灘 通 り か ら 直 接 入 る 動 線 が あ り ま す 。 ど ち ら も ラ
ン ド ス ケ ー プ に よ っ て 緩 や か に 屋 内 に 誘 い ま す 。

　 参 道 、 芝 生 、 砂 場 、 屋 内 を 自 由 に 行 き 来 す る な か で 遊 び
場 を 発 見 で き る よ う に 計 画 し ま し た 。 遊 具 な ど に よ っ て 、
決 め ら れ た 遊 び 方 を す る の で は な く 、 起 伏 の あ る 大 地 の 自
由 な 形 態 か ら 遊 び を 自 ら で 生 み 出 す こ と を 提 案 し ま す 。

　 海 側 か ら の 来 客 が 多 く 想 定 さ れ
る こ と か ら 、 ボ ー ト プ ラ ザ 側 か ら
は 1 階 と 2 階 の 両 方 に 直 接 ア プ
ロ ー チ し や す い 動 線 と し て い ま す 。

　 参 道 と 逆 側 の 立 面 は 裏 動 線 や バ ッ ク ヤ ー ド で 閉 じ
つ つ 、 通 り 抜 け が で き る 動 線 を 確 保 す る こ と で 敷 地
全 体 に 回 遊 性 が 生 ま れ る よ う に 工 夫 し て い ま す 。

　 車 椅 子 利 用 者 や 高 齢 者 の 方 に も 気 兼 ね な く 利 用
し て 頂 け る よ う に 、 バ リ ア フ リ ー 動 線 の 箇 所 は 起
伏 を よ り 緩 や か に 設 定 し ま し た 。 駐 車 場 か ら 2 階
へ は E V を 使 う こ と で 動 線 を 短 縮 す る こ と に 配 慮
し 、1 階 は 屋 内 外 の 動 線 の 回 遊 性 を 重 視 し ま し た 。

　 2 階 の 出 雲 大 社 西 郷 分 院 に 近 い 北 西 の 場 所 は 壁
面 を 閉 じ る こ と で 、 神 社 を 見 下 ろ さ な い よ う に 配
慮 し ま し た 。

　 フ リ ー ス ペ ー ス 周 辺 は 天 窓 か ら 入 る 光 や 、 吹 抜
け を 通 し て 1 階 か ら 伝 わ る 賑 や か な 雰 囲 気 な ど 、
居 心 地 の 良 い 穏 や か な 空 間 と な り ま す 。

　 緩 や か な 地 形 か ら ボ リ ュ ー ム が 立 ち 上 が っ た よ う な 建 築 形 態 は 、 厳 か で 象 徴 的 な 雰 囲 気 を 伝 え な が ら も 、 地 上 階 は
開 放 的 に 街 と 繋 が り ま す 。堅 牢 な 佇 ま い の 建 築 と 、雄 大 な ラ ン ド ス ケ ー プ の 間 で 繰 り 広 げ ら れ る 人 々 の ア ク テ ィ ビ テ ィ
が 大 社 分 院 通 り 周 辺 の 空 気 感 を 保 ち な が ら 、「 ハ レ 」 と 「 ケ 」 が 混 在 し た 交 流 空 間 を 演 出 し ま す 。

　 2 階 は 1 階 に 比 べ て 少 し 外 観 は 閉 じ た 設 え と す る こ と で 、 1 階 の 開 け た 雰 囲 気 と 対 照 的 に 穏 や か な 空 気 感 で 交 流 で
き る 場 所 を 提 案 し て い ま す 。 海 へ の 眺 め や 、 吹 抜 け と 天 窓 を 通 し た 1 階 と の 繋 が り な ど 、 部 分 的 に 開 く こ と で 象 徴 的
な 風 景 を 切 り 取 る こ と が で き ま す 。 小 上 が り の 畳 ス ペ ー ス を 舞 台 の よ う に 設 え た り 、 吹 抜 け と 交 流 ス ペ ー ス の 間 を 可
動 間 仕 切 り で 区 切 っ た り 、 フ レ キ シ ブ ル な 利 用 方 法 に 対 応 で き る よ う に 想 定 し て い ま す 。

耐 力 壁 ：
構 造 用 合 板  
1 2 厚  真 壁 貼

＜ バ リ ア フ リ ー 動 線 ＞

砂 場

参 道

屋 内 商 業 エ リ ア

＜ 子 ど も 動 線 ＞

1 階 ： 民 間 商 業 施 設
収 益 部 ： 1 6 8 . 9 3 ㎡
・ 屋 内 屋 外 商 業 エ リ ア
・ 軒 下 テ ラ ス
・ キ ッ チ ン / 倉 庫 他
2 階 ： 交 流 施 設
1 8 5 . 4 9 ㎡
・ 交 流 ス ぺ ー ス ： 9 2 . 7 4 ㎡
・ フ リ ー ス ペ ー ス ： 5 6 . 3 1 ㎡
・ 事 務 相 談 室 ： 1 9 . 8 7 ㎡

延 床 面 積 ： 3 5 4 . 4 2 ㎡

建 築 面 積 ： 2 4 2 . 0 7 ㎡

建 蔽 率 ： 5 1 . 2 8 ％

容 積 率 ： 7 5 . 0 8 ％

2 F

1 F

　 プ レ カ ッ ト せ ず 規 格 材 同 士 を ボ ル ト で 繋 ぐ 構 成
と す る こ と で 腐 朽 し た 材 は 交 換 す る こ と が で き 、
更 新 性 を 向 上 す る こ と を 目 指 し ま す 。

柱 脚 ： 特 注 金 物
布 基 礎
 幅 1 5 0
 立 上 り 4 0 0

独 立 基 礎

高 基 礎

布 基 礎

柱 ： 1 0 5 角

　 建 築 全 体 を 単 純 な 直 方 体 と す る こ と で 工 期 短 縮
と コ ス ト 削 減 を 目 指 し ま す 。 基 礎 は 地 形 に 応 じ て
形 式 を 変 え 、 擁 壁 を 兼 ね る こ と で コ ン ク リ ー ト 量
を 削 減 し ま す 。 地 形 の 盛 土 は 隠 岐 の 島 で 発 生 す る
残 土 を 再 利 用 す る こ と で コ ス ト を 削 減 し ま す 。
　 軸 組 は 囲 柱 ラ ー メ ン 木 構 造 を 基 本 構 成 と し 1 階
は 5 本 の 1 0 5 角 柱 を 金 物 で 一 体 化 し ま す 。 上 部
で は 柱 と 梁 が 立 体 交 差 す る こ と で 剛 性 を 確 保 し 、
耐 力 壁 に 頼 ら な い 木 質 ラ ー メ ン を 形 成 し ま す 。

柱 ： 1 0 5 角

　 一 般 的 に 明 治 以 降 に 整 備 さ れ た 神 社 の 参 道 は 直 線 的 な 形 式 が 多 い で す が 、 自 然 物 に 神 が 宿 る と い
う 神 道 の 思 想 か ら 、 本 来 社 殿 は 山 奥 や 崖 の 上 な ど 地 形 的 に 険 し い 場 所 に 建 つ こ と が 多 く あ り ま し た 。
軸 線 的 な 参 道 に 対 比 す る よ う に 、 敷 地 内 の 地 形 を 巡 る こ と で 神 社 に 参 る と い う 選 択 肢 も 提 案 し ま す 。

面積表

南側はバックヤードがあるため閉じつつ部分的に開き風景を取り込みます。

東側は港からアプローチ動線が交錯しないように 1 階と 2 階で分けました。

移動できる什器によって様々な使い方に対応できるように設えました。

東側のエントランスの横の壁面は暮らしや観光の案内板を掲示します。


